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 一人
ひ と り

で読
よ

むのもいいけれど、みんなで「読む」ということを楽
たの

しむ国語
こ く ご

の授業
じゅぎょう

。大人
お と な

も

子
こ

どもも一緒
いっしょ

に対話
た い わ

して、一人ではできない読みを深
ふか

める時間
じ か ん

です。森
もり

絵
え

都
と

の『帰
かえ

り道
みち

』。 

「周也
しゅうや

はねえ、そうは思
おも

ってなかったんだけど、あまりにもじりじりしてて、いらついちゃ

ったからいやなこと言
い

っちゃったんだよ」 

「そうか」 

「相手
あ い て

の態度
た い ど

が気
き

に入
い

らなくて言っちゃった」 

「律
りつ

が黙
だま

っててため息
いき

とかつくから」 

「だからここでは、ちゃんと受
う

け止
と

められてない」 

「受
じゅ

ノ心
こころ

が足
た

りないんだよ」 

「そう、受ノ心、足りなすぎるよ」 

「それはお互
たが

いに言える」 

                                                

 

 

 

 

                                                

仲間
な か ま

と「読
よ

む」 

わたしたちは毎日、天空が自分たちのまわりを回るのを見ているが、じつは回ってい

るのはこちらである。宇宙の動きは、宇宙と自分たちの関係から「生じている」。 

（カルロ・ロヴェッリ） 


